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　　Spicer　＆　Gergely　observed　that　superprecipited　actomyosin　（AM）　can　be　dissolved　under　a　certain
condition．　From七his　observation，　Szent－Gy6rgyi　assumed七hat　AM　dissociates　in　aecordonce　with　the
decrease　temperature．　The　authors　have　empasized　that　museular　contraetion　is　a　specific’　process　utili－
zing　the　splitting　energy　of　ATP　but　that　relaxation　is　a　non－specific　to　ATP．　Therefore，　in　the　present
paper七he　results　observed　by　Spicer　were　reexamined．　The］）rimary　object　of　the　presen七studies　is・to
determie　whether　superprecipitated　AM　can　be　dissolved　by　pyrophosphate　or　salyrgan　whieh　are　known
to　bring　about．relaxation　or　derigor　of　the　glycerinated　muscle　fiber．
　　The　results　are　as　follows　：　一
　　　1）Superprecipitation　did　not　occur　at　O℃，　bu七〇ceurred　when　the　solution　was　warmed　to　25℃．
The　superprecipita七e，　formed　at　250C，　was　dissolved　by　cooling’at　O℃in　the　presence　of　ATP．
　　　2）　Superprecipitate　was　dissolved　by　addition　of　pyrbphosphate　at　the　rate　of　5×10一”M　or　over，
and　it　was　even　dissolved　by　an　addition　of　10『3M：pyrophospha七e　in七he　presence　of　ATP．
　　　3）　Superpereipitate　was　not　dissolved　even　in　the　presenee　of　5×10一‘h一1OHL’M　salyrgan，　but　it　was
dissolved　by　an　addition　of　salyrgan　of　over　5一×工〇一3Min　the　presence　of　ATP．
　超沈澱の可逆性に関しては，従来KCI濃度変化に関す
る葛西｝）の実験，温度変化に関するSpicer2）の実験があ．
るのみである。
　超沈澱を筋収縮に対応すると考える立場3）からすれば，
その可逆性の問題は極めて重要であるといわなければなら
ない。
　著者4）は先にThoulet’s　reagentに；よるactomyosin（AM）
系の短縮とadenosinetriphosphate（ATP）によるそれを
詳細に比較検討したが，その一部においてAM液のTho・
ulet’s　reagentによるsyneresisは，　OoCでも25℃の場合
と同様に起ることを見，これはATPによるAMの超沈澱
に関する前記Spicer及び湯田坂5）の成績とは著明に異な
る点であることを指摘した。
　そこで超沈澱の温度に関する可逆性についてのSpicer
の成績を精査するとともに，AMの溶解はglycerol筋の
derigorないし弛緩に対応するという永井3）の見騨に基づ
き，超沈澱せるAMの溶解現象が，．広く種々なるagent
により起し得るものであるか否かについて．検討するため，
pyrophosphate及びsalyrganについて実験を行なった。
実験方法
吟唱材料
　1）　myosin　：　10　p一　18　mg／cc，　O．6　M　KCI　rssma，　Szent－
Gy6rgyLa）法に従い家兎筋肉より抽出した。
　2）aetin：10～12　mg／cc，　o．1　M　KCI溶液，　StraubD
法に従い家兎筋肉より抽出した。
　3）A月DP溶液：Szen七一Gyδgyi法に従い抽出したBa塩
をK：塩に置換して使用した。
　4）pyrophosphate溶液：終濃度10『4～10昭M。
　5）salyrgan溶液：終濃度5×10’一4～10一2　M。
　6）　buffer：　Michaelis　氏　veronal－acetate　buffer
（PH　6　’“　9）e
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締高操作
　1．温度変化による超沈澱の可逆性
　超沈澱用反応訴状（全量2．o　ce），＝actin（終濃度。．25　mg／
cc），　myosin（終濃度。．56　mg／cc），　KCI（終濃度。．13　M），
ATP（終濃度10－3　M），　buff’er　O．5　cc（pH　6．0～9．0）。
　1．　0→25DC
　ATPを除く上記反応歯応を試験管にとり，冷却して反
応液の温度を0℃にした後0℃に冷却したATP液を添加
して，10分間観察した。しかる後これを25℃の温槽に移
して生じた変化を観察した。
　2．　25→00C
　ATPを除く反応液を加温して25℃とした後，25℃に加
温せるATP液を添加して超沈澱を起させて10分間放置し
　　　　ネた。その後さらにこれを3群に分ち，第1群は温度を25℃
に保持しながら第1回目と同濃度のATPを面壁に沿って
静かに添加して，30分静置観察した。第2群は0℃に移し
て30分静置観察した。第3群は0。Cに移して完全に液温
が0℃になった時，第1回目と同濃度（10一：1　M）のATP
（00Cに冷却した）を静かに添加して30分静置観察した。
　IL　pyrophosphateによる趨沈澱の溶解
　超沈澱用反応混液（全量2．O　cc），：ac七in（終濃度0．25　mg／
cg），　myosin（終濃度。，75　mg／cc），　KCI（終濃度0．13　M），
buffer　O．5　cc（pH　7。0），　ATP（終濃度10－3M）。
　押回において反応混泳を上記の順序：に従ってとり超沈澱
を起させてから20分後，これらを2群に分け，第1群は
10”4一一IO－9　M（終濃度）のpyrophosphateを四壁に沿って
静かに：添加し，第；2群は第1群と同最のpyrophosphate
を同様にして添加してから10分後さらに第1回目と同濃
度（10一・3　M）のATPを管壁に沿って静かに添加して，各
群ともそれぞれ1時間瀞置観察した。
　III．　salyrgan　Vzよる超洗面の溶解
　pyrophosphateの揚油と全く同様な方法により超沈澱
を起してから10分後，これらを2群に分け，第1群は5×
10－4～10－2M（終濃度）のsalyrganを管壁に沿って静か
に添加し，第2群は第1群と同量のsa］yrganを同様iにし
て添加してから10分後さらに第1回目と同濃度のATPを
四壁に沿って静かに再び加え，各群ともそれぞれ1時聞静
置観察した。
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実瞼成績
　1．温度変化による超沈澱の可逆性
　ooCにおいて本実験の観察時間では，　AM－gelはATP添
加によりclearになる。これを25。Cに移すと反応液温の
上昇につれて，aggregationを経てsyneresiSを起し，
上澄液は全く澄明になる。
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Fig．　1．　Eff“eet　of　low　temperature　（OeC）　and
　　　　addition　of　AT？　on　dissolution　of
　　　　　superpreeipitated　aetomyosin．
The　ordina七壱is　roughly　proportional　to　the
dissolution．
　e－e　Addition　of　10’一：’M　ATP　on　superpreci－
　　　　　　pite　a七25℃．
　O－O　Paleed　in　OOC　from　250C　without　an
　　　　　　addition　of　ATP．
　A－A　Addition　of　10一”M　ATP　after　plaeing
　　　　　　superprecipitate　in　OeC　from　250C．
Myosin：　O．56　mg／ce，　Aetin：　O．25　mg／ec，　ATP：
0一”M 　KCI：　O．13　M，　Time：　30　min．　after
reac七10n，
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Fig．　2．　The　effeet　of　low　temperature　（OOC）
　　and　addition　of　ATP　on　dissolution　of
　　　　　superpreeipitated　actomyosin．
（1）10『3MA．TP　was　added　af七er　the　superpreci－
　　pitate　was　removed　from　250C　and　plaeed　in
　　ooc．
（2）　The　superprecipitate　was　removed　from　250C
　　to　ooc．
（3）　10“3MAT？　vvas　added　to　the　superprecipitate
　　at　25eC．
Myosin：　O．56　mg／ec，　Aetin：　O．25　mg／ec，　ATP：
10－3M，　KCI：　O．13　M，　pH：　8．5，　Time：　30　min．
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　25℃でAMにATPを添加すれば速かに．　aggregation，
syneresisの各段階を経て定型的な超沈澱を生ずる。その
全経過は1～2分で終了する。Fig．1，2に見られる如くこ
の25℃で生じた超沈澱を25℃に保つた儘，さらに10『3M
のATPを再び加えた場合及び25。Cの趨沈澱を。℃に移す
が再度ATPを加えない場合は，いつれも被検pH範囲内
（6．0～9．0）では超沈澱には何ら変化を認められない。しか
しながら25。Cで起き’た超沈澱を0。Cに移した後再び10　3
MATPを添加した場合は，　pH　7．5以下では前記の場合と
同様に超沈澱に変化を認めないが，pH　8，0以上では超沈澱
は時聞の経過に従って徐々に溶解して上澄液は若干瀕濁す
る。この溶解の程度はpH　8．0では弱いが，　pH　8．5以上で
はかなり強い。しかし本実験の観察時間（30分）ではpH
8．5以上においても完全に溶解してしまうことはない。Fig．
1の縦軸は溶解の程度を任意の単位で表わした。
　Fig．2はFig．1におけるpH　8．5の部分を写真で示した
ものである。Fig．2の試験管番号（2）のものは。。cに移し
たために超沈澱のplugが管底に沈んでしまったもので溶
解はしていない。
　II．　pyrophosphateによる超沈澱の溶解
　Fig．3の如く，超沈澱は5×10｝3M以上の濃度のpyro一
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　Fig．3．　The　effect　of　pyrophospha七e　and　ATP
　　　　on　superprecipitated　actomyosin．
　　（A）　Various　concentration　of　pyrophosphate
　　　　were”added　to　superprecipitate．
　　（B）　Various　concentrations　of　pyrophosphate
　　　　and　10－3M　ATP　were　added　to　superpreci－
　　　　pitate．
Pyrophosphate：　（1）　eontrol，　（2）　10’2M，　（3）　5×10－3M，
　　　　　　　　（4）　10－tSM，　（5）　5xIO－4M，　（6）　10一・iM
　Myosin：　O．75　mg／cc，　Actin：　O．25　mg／cc，　ATP：
　10－3M，　KC］：　O．13　M，　pH：　7．0，　Temperature：
　200C，　Time：　l　bour．
phosphateの添加により溶解する（A）。　pyrophosphateと
ともにATPを添加すれば，この溶解の程度はpyrophos－
phate単独の場合より一層強まり，10『3　Mのpyrophos－
phateの存在でも僅かに溶解し，それ以上の濃度では著明
に溶解する（B）。いつれの場合も溶解に従い上澄液は若干
晋困濁する。
　III．　salyrganによる超沈澱の溶解
　Fig．4の如く，10－2　M以下の濃度のsalyrganを添加
しても超沈澱には全く変化を認めない（A）。これに対して
忌alyrganとともにATPを添加すれば，．　salyrgan濃度が
10－3M以下ではsalyrgan単独の場合と同様超沈澱は溶
解しないが，5×103M以上の濃度のsalyrganでは超沈
澱の周囲から溶解して，plug周囲に溶解せる物質による
渦濁の層を形成する。この溶解せる層は上澄液とは明かな
境界面を作り，上澄液は全く澄明である（B）。』
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　　Fig．　4．　The　effect　of　salyrgan　and　ATP
　　　　　　　on　superprecipitation．
　　（A）　Various　eoncentrations　of　salyrgan　were
　　　　added　to　superprecipitate．
　　（B）　Various　eoncentrations　of　salyrgan　and　10　u3
　　　　M　ATP　were　added　to　superprecipi　tate．
Salyrgan：　（1）　eontrol，　（2）　1072　M，　（3）　5×10一：i　M，
　　　　　　（4） 10－3M，　（5）　5×10－M
　Myosi ：　O．75　mg／ec，　Actin：　O．25　mg／cc，　KCI：
O．13M，　ATP：　10－3M，　pH，＝　7．0，　Temperature：
20。C，　Time二1hour．
総括並びに考按
L　温度変化による超沈澱の可逆性
　1．温度上昇（0→25。C）の影響：00CでATPを添加し
てもこの観察時間（10分）ではAM－gelはclearになるが
超沈澱は起らない。これを250Cにすれば速かに超沈澱が
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起る。
　Spicerも0℃ではATP添加によりAMはclearにな
るが超沈澱は起らないと述べている。湯田坂は超沈澱に対
する温度の影響を0～50DCに亘り観察し超沈澱は0。Cでは
起らず10～40℃で起り得るが，40。Cでは弱く，10～30。C
では温度の上昇とともに強さが増し，20～30。Cにおいて最
も強く現われることを報告している。
　しかし若狭s）はmyosin　Bを用いて，また小関9）は合
成AMを用いてそれぞれ，0℃における超沈澱を検討した
が，ともva　ooCでも長時間後には弱いながらもsyneresis
カミ起ることを見ている。
　著者等の成績はSpicer，湯田坂5）とは一致するが，若
狭，小野）とは異なる。しかし若狭，小関の場合は著者等
の場合に比し観察時聞が長い。また若狭小関の見た0℃に
おける超沈澱のsyneresisの強さも室温の場合に比較すれ
ば，極めて弱いものである。従って著者の場合でも長時間
観察すれば，弱いsyneresisが見られたものと思われる。
著者等及び前記Spicer，湯田坂等は，いつれも延長され
たclear　phaseを観察したものと考えられ，若狭，小関の
成績とは矛盾しない。
　2．温度降下（25→o℃）の影響：Fig．1，2に示す如く，
25℃における超沈澱を00Cに移した後，　ATP（10－3M）を
再添加すればpH　7．5以下では超沈澱は溶解しないが，　pH
＆5以上では溶解する。しかしpH　8．5においても0。Cに移
すのみでATP再添加を行なわない場合，及び温度を25℃
に保つたままATPを加えた場合はいつれも超沈澱は溶解
しない。Spieerは本成績と全く同様な報告をしている。
　以上の如く超沈澱はSpicerが述べた如く，一定条件下
に0～250Gの範囲内で温度に関して可逆的である。　Spicer
はこの事実を次の如く説明している。即ちAMgelが0。C
でATPにより超沈澱を起さず，　AM－gelがclearに．なる
ことはAM－gelの溶解か或いはAM－ATPの加水物の形成
に基づくものであることを示唆し，さらに温度降下による
超沈澱の溶解は，単なる温度変化によって起るものであり，
ATPの再添加は必要条件ではないと述べている。低温に
よる超沈澱の溶解がpH　8．5以上の場合のみに起る理由に
ついてはSpicerは特に触れてはいないが，　Szent－Gy6－
rgyi6）はこれをAMのhysteresisが高pHにより抑制さ
れたことによるど説明している。
　一方AM形成に対する温度の影響について，　Csapol｛，），
Lakii1），　Wood12）等は実験方法はそれぞれ異なるが，いつ
れもAMの形成は温度上昇とともに促進される。即ち吸熱
反応であることを示唆した。Szent・Gy6rgyi6）はODCでは
超沈澱は起らないがAMは形成されていると述べ，さらに
前記Spicer等の成績に基づき’，超沈澱の形成は温度に
無関係なAMの形成反応と温度に関して可逆的なAM（形
成された）内の反応の2反応によると考え，Spicerの面忘
を弐の如く表わした
F－actin一トmyosin－ATPごF－AM－ATP（非沈澱状態）
　　　（oec）
2F－AM－ATP（沈澱状態）　　　（250C）　．
　しかしながらCsapo等の成績は大za13），永井ゆ等の詳細
な実験により否定された。従って温度上昇の超沈澱に対す
る影響についての著者等の成績，並びに前記湯田坂の成績
はSzent－G6rgyiの見解、とは異なり，　ATPaSeによる
ATPの分解が湯田坂，小関の見た如く0℃では少く40。C
まで温度上昇とともに増すことによるものと解するのが妥
当である。即ちooCではATPの分解が少ないため超沈澱
の速度は極めて遅く．その程度も弱い。従って0。CでATP
によりclear　phaseにあるAMを25。Cにすることによ
り，ATP分解が急激に増加して速かに，aggregationを経
てSyneresisを来たすものと思われる。
　また一旦形成された趨沈澱の溶解はATPの再添加或い
は0℃単独では起らず，超沈澱を0。Cに移した後ATPを
再添加すれば始めて溶解する。この事実はSpicer，　Szent－
Gy6rgyiの見解の如く超沈澱の溶解が単純に低温のみで
起り，低温によるAMの解離に基づくと説明すること
は困難であることを示すものである。これはむしろ0。Gで
はATPase活性が極めて低いため，　ATPの分解も少いの
でATPの収縮作用が弱く，その可塑作用（plasticizing
action）が比較的強いことにより超沈澱が溶解するものと
思われる。Spicerも超沈澱の溶解にはATPの再添加が必
要であるが，250Cで超沈澱を起した直後に0℃にすれば
ATPの再添加なしに超沈澱は溶解すると述べている。こ
の場合はsynersisが完了してもATP分解はなお続いてい
ることから15）明かにATPが残存し，これを0℃に移すこ
とによりATP分解は減少し，ためにそのATPのplasti－
cizing　actionが効いて来るに因るものと思われる。この
事実も結局低温による超沈澱の溶解はATPのpIasticizing
actionに基づくものであるこをと示している。
　以上要するに温度変化に基づく超沈澱の形成及びその溶
解はATPase活性の温度関係と，低温におけるATPの
plasticizin9　actionに基づくものであるということが出
来る。
　但し本実験はactin，　myosinの比が1：2であり，しか
も蛋白量が081mg／ccであり，且つpH　8．5以上であるた
め，超沈澱の強さが最も強い条件s）（actin／myosin　1／3～
1／4，蛋白量：1m9／cc，　pH　7附近）から外れている。それ
故AMのhystreresisが比較的弱いため，その溶解の程度
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が強められている点は注意を要する。実際著者等はSpicer
によって見られた以外の条件actin／myosin二1／3～1／4蛋
白最1mg／ccではpH　6～9の範囲でも可逆性がないこと
を見ている。またmyosin　Bについても同様に溶解は見ら
れなかった。
II．超沈澱せるAMのpyrophosphateによる溶解
　Fig．3に示す如く超沈澱せるAMは5×10『3　M以上の
濃度のpyrophosphateで溶解する。
　超沈澱せるAMのpyrophosphateによる溶解について
の報告はまだない。　しかしAM系に対するpyrop塾os－
phateの影響については従来多くの研究がなされている。
　即ちAT：Paseについては，渡辺殿村16），若狭17）によれ
ばAM－ATPaseはpyrophospha七eにより阻碍され，その
完全阻碍はpyro濃度10’3～10一“’　Mの間にあるという。
　AM溶液については，　MommaretsiS）はMg←トの存在下で
pyrophosphateによってAMの粘度が減少することを報
告し，それはAMの解離によるとした。石塚1のも同様の
事実を見ている。若狭20）はAMの溶解性及び超沈澱に対
するpyrophosphateの作用を詳細に検討したが，　pyro－
phosphateはその濃度の増加に従いAMの溶解性を増し，
恰もKC1を増したと同じ結果になることを見た。さらに
pyrophosphateはユ0－2　M以上ではAMの超沈澱を完全に
阻碍することを報告した。
　一方glycerol筋についてはA．　G．　Szent－Gy6rgyi21），
丸OIL，2）等によればpyrophosphateはglycerol筋のATP
収縮をもたらす塩濃度範幽を狭めることを見て，pyro－
phosphateの作用はglycero1筋のde－hysteresis或いは
derigorによると報告した。　Weber23）等はisotonicな条
件下でATPにより収縮せるglycerol筋がpyrophos－
phateにより弛緩することを観察し，これをPyroPhos－
phateのplasticizing　actionに．よるとしている。
　以上要するにpyrophosphateのAM系に対する作用は
ATPaseの抑制とplasti　cizing　actionの2つに帰せられ
る。
　Fig．3に示した如く5×10－3　M以上の濃度のpyropho。
sphateにより趨沈澱が溶解するのはpyrophosphateの
Plasticizing　actionに基づくもので，大原の場合のKC1
を増加することによる超沈澱の溶解と同じ意昧を持つもの
と考える。本実験におけるpyrophospha七eの添加は超沈
終了後20分で行なわれているが，この時には超沈澱を起
すために加えられたATPは可威り分解されているIJ「）ので，
pyrophosphateによるATPase抑制の結果あらわれる
ATPのplasticizing　actionは余り効いていないものと思
われる。なおpyrophosphateの添加によりion強度が増
していることは注意を要する。しかしながら10－L’　Mpyro一
phosphateの添加により増すion強度は約0．1　Mである。
大原によれば超沈澱のK：Clによる溶解は0．4　M　KCI以上
で起るという。従って本成績は単にpyropbosphate添加
によるion強度の増加に基づくものではなく，　pyrophos－
phate自身のplasticizing　ac七ionに帰：せしめられる。
　超沈澱にpyrophosphate並びにATPを作用させた場
合’は，pyrophosphate単独の場合よりさらに低いpyro－
phosphate濃度（10一：i　M＞でも僅かに溶解する。10一3M
pyrophosphateはAMのATPaseを若干抑制することが
知られている17）のでこの場合はpyrophOSPhate自身の
Plasticizing　actionと，pyrophosphateによってATPase
が抑制されたために増したATPのpl　asti　eizing　action
の2つが加算されたため，pyrophosphate単独の場合よ
り溶解し易いものと思われる。この場合も再添加したATP
だけlon強度が増している訳であるが，その増加は極あて
僅かなので溶解に著明な影響を：及ぼすものと思われない。
III．超沈澱せるAMのsalyrganによる溶解
　Fig．4に示す如く，超沈澱せるAMに5xlo－4～10－2　M
のsalyrganを添加してもAMは溶解しない。これに対
してsalyrganを加えた後10－3　M　ATPを添加すれば，’
salyrgan濃度が5×10一iS　M以上ではAMは溶解する。
　超沈澱せるA．Mに対するsalyrganの作用についての
報告はまだない。しかしながらAM系に対するsalyrgan
の作用については従来多くの研究がなされている。即ち
Turba24）はAMのATPase活ll生は2×10－9Mのsalyrgan
により完全に阻碍されると述べているが，若狭17）もこの
AMの完全阻碍は10一’1～10－3Mの聞にあることを見てい
る。
　gtycero1筋については，　Weber93）はsalyrganでATP－
aseを抑制すればATPのplas七icizin書actionにより著
明に伸展するという。：丸山勤等はsalyrganがglycerol
筋のATP収縮を抑制することを見，酒ヲドN；）はglycerol
筋がsalyrganにより伸展するが．その程度はpyrophos－
phateより弱いことを見ている。
　AM液については，　TurbaL”i）はAMの粘度がsalyrgan
で低下することを報告している。森沢28）も同様の事実
を見ているが，salyrganによるAMの粘度低下のてい
どはpyrophosphateより弱いと述べている。若狭s）は
sal．yrganのみによっても，曲る濃度ではAMを沈澱させ
ることを見るとともに，10－4　M以上の濃度のsalyrganに
よりAMのATPによる超沈澱は阻碍されることを報告し
ている。
　以上の諸家の成績を通覧するに，salyrganはAMに対
して一種のplasti　cizing　actionを有するがpyrophos－
phateに．比し弱い。　しかしながら，　ATPaseの阻碍は
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pyrophosphateに比し叢蛋かに強し・といい得る。
　Fig．4に示す如く超沈澱せるAMがsalyrgan単独で
は溶解しない；事実は，salyrgan自身のplasticizing
actionがpyrophosphateより弱いためであると思われ
る。またsalyrgan並び｝⊂ATPを添加した場合のAMの
溶解は，salyrganによりそのATPaseが抑制され，その
結果あらわれるATPのplasticizing　actionに一心つくも
のであると考える。しかしながら，Turb氏及び若狭の成績
からすればsalyrganは10－ll　M以下の濃度でもAMの
ATPaseを完全に阻碍するというから，10一；M以下の
salyrganでもATPが存在すれば溶解しても良い筈であ
るにもかかわらず，本成績では10－3M以下では溶解しな
い。この矛盾は直ちに説明することは困難である。
　またsalyrgan十ATPによる超沈澱の溶解がpyrophos－
pha七e及び0℃における溶解とは異なり，溶解せるAM
がplugの周囲に一つの層を形成する事実も直ちに説明す
ることは困難である。しかしこれらの封h：実は，salyrganの
AMに対する作用が単にATPase抑制のみでなく，それ
以外の何らかの機転例えばsalyrganのA．Mに対する直接
作用等が加わっているためではないかと思われる。
　以上超沈澱の溶解性について述べたが，永井はAMの
超沈澱はglycerol筋の収縮に対応するものであり，　AM
の溶解，または解離はglycerol筋の弛緩に対応するもの
であるとの見解を述べた。さらに。．1MKIcM漿境ではrigid
なglycerol筋がKCIの増力「「とともlz二derigQrの状態と
なり弛緩するが，このderigor及び弛緩はKCI濃度の増
加のみならず，その他のagent即ちpyrophosphateその
他のplasticizer，濃厚：ATP等により起ることはメLl⊥P9），
Weber2：i），酒井2〔；），　Bozler：iO）により報告されている。さ
らにAMもまた老農｝享KCL　pyrophospha七e等により字容解
することは，Szen七一Gy6rgy6、，若狭L’o）により報告されて
いる。先にWood，大原，葛西等は超沈澱せるAMもま
た濃厚KCIにより溶解することを報告した。上述のgly－
cerol筋とAMの対応からすれば，超沈澱せるAMも．，
glycerol筋をderigorするagentにより溶解する可能性
が存する訳である。本実験の成績はこの見解を裏づけると
ともに，筋収縮はATPに特異的な現象であるに反して，
」弛緩はATPに非特異的な現象であるという永井の見解を
も裏づけるものである。
結 論
　1＞0℃でAMにATPを加えても趨沈澱は起らないが，
これを25℃に移せば直ちに超沈澱を形成する。また一定
条件下に25℃で形成された超沈澱を0℃に移した後，再
びATPを添加すれば超沈澱は溶解する。
　2）超沈澱は5×10一：s　M以上のpyrophosphateにより
溶解する。ATPが共存する時は10－3　M以上のpyrophos－
phateで溶解する。
　3）　超沈澱はsalyrgan（5×10　一4　rv　IO－L’M）｝こより溶角皐
しないが，ATPが共存すれば5x10－aM以上のsalyrgan　I
で溶解する。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．11．29受付）
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